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平成 30 年 7 月 12 日 

 

 都道府県医師会 

介護保険担当理事  殿 

 

日本医師会常任理事 

江 澤 和 彦 

 
 

平成 30年７月豪雨により被災した認知症高齢者等及びその家族に 

対する避難所等における適切な支援について 
 
 

 平成 30 年台風第 7 号及び前線等による豪雨被害に伴い、厚生労働省より、被災した認知症

高齢者等及びその家族に対する避難所等における適切な支援についての事務連絡が関係府県

の認知症施策主管部局宛に発出され、当該事務連絡において別添資料の周知依頼がございま

したのでご連絡申し上げます。 

なお、資料に関して、①「避難所での認知症の人や高齢者の健康管理」においては、食事

等の注意点や簡単な運動方法、②「避難所での認知症の人と家族支援ガイド」においては、

避難所における環境づくり等の内容が含まれており、避難所等における掲示及び配布が考え

られております。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、郡市区医師会および

会員への周知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。 

 
 
（添付資料） 

・平成 30年７月豪雨により被災した認知症高齢者等及びその家族に対する避難所等における適切な支

援について 

（平 30.7.11 事務連絡 厚生労働省老健局総務課認知症施策推進室） 
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厚生労働省老健局総務課認知症施策推進室

平成３０年７月豪雨により被災した認知症高齢者等及びその家族に

対する避難所等における適切な支援について

　

平成３０年７月豪雨により、 多くの方が避難所での生活を余儀なくされているとこ

ろですが、避難所における認知症の方への支援に当たっての配慮等について、別添の

資料をお送りしますので、避難所等への周知等をお願いいたします。

記

１

　

避難所での認知症の人や高齢者の健康管理

　

※

　

避難所等に掲示したり、 配布したりすることが考えられます。

２

　

避難所での認知症の人と家族支援ガイド

　

※

　

避難所等に掲示したり、 配布したりすることが考えられます。

※

　

次のウェブサイト上でも内容を確認できます。

　

認知症介護情報ネットワーク （認知症介護研究・研修仙台センタ■）

　　

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｄｃｎｅｔ．ｇｒｉｐ／ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ／

　

また、同サイトでは、介護事業所や自治体関係者等を対象とした「避難所での認
知症の人と家族支援ガイド（支援者用）」も掲載していますので、参考にしてくださ

　

い。

以

　

上

【本件照会先】
厚生労働省老健局総務課

認知症施策推進室
担当：余語、佐藤
ＴＥＬ：０３‐５２５３－１１１１（内線３９７５）
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（事～について〒
： 避難所では、十分な栄養状態を保つことができる食事は用意ができません。

　

東日本大震災では乾パンやおにぎり程度しかなく、高齢者にとっては、飲
み込むことが難しい食品がほとんどです。果物や缶詰など水分の含まれた
ものがある場合には優先的に高齢者に行き渡るようにしてください。

　

細かく総勢…鰯躍煽ぎ最集しようｏ
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水どきノてき園芸－ＥＪについて △
水が止まるとトイレが流せなくなります。トイレに行くことを遠慮して水
分を減らすのではなく、一日１リットル以上は水分を補給しましょう。水

分不足が便秘を引き起こしたり、エコノミー症候群を誘発したりするこ
とがあります。
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トイレを気にせず使えるように配慮
しましょう。
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（高富耐圧〕の方への注意
避難所では治療薬を持たないで避難し
なければならないこともあります。血圧
をあげてしまうような、菓子やインスタン
ト麺はできるだけ控えましよう。

　　　

一－－．‐き く；．選丞た左が壕い食品）
ノ

　　

好ましい食品

アルファ化米

　
　

アルファ化米

　　

乾パン

も房〆の方への注意

避難所にはお菓子やインスタント麺など
の塩分が高く、高エネルギーな食品が多
く届けられます。糖尿病の方には、低エネ

ルギーの食品や、低血糖をコントロール

するためのアメなどの準備が必要です。
また、食事の時間も出来るだけ規則的に
なるように心がけてください。

さ
食事の時園饗繋ようｏｉ

　

菓子などの栄養の偏った食品は

社会禰搬人東北橿艦｛湖 赫謎研究研修鵬センター監修｝ ①
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動かない状態が続くことで、今まで出来ていたこともできなくなったり、身体が動かなく
なったりします。これを生活不活発病といいます。
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◎首の運動

詞に１０秒、うしるに１０秒

導体の運動

手を組んで上にあげ、
左右に体を煽す。
１０秒ずつ．１～２圏。

◆

◎足首の曲げ伸ばし

左右も１０秒ずつ
反対側の眉がおかにヌ浄いように気をつけて。

罵の高さで手を組み、
椀に仲はして
左右に体をひねる。
１０秒ずつ、１～２圏。

イスに蜜つた姿勢でもＯＫ １０国おこないまーイヒう。

せ｝足のマッサージ

痛いところや
かたくなっているところを
さがして、
指でおしたり、さすったり
もんだりしまーーヒう。

⑤足の指の連動

　

グー

　　　　　　　　

チヨキ

　　　　　　

グー

　　　　　　

バー

足の溺でグー、チヨキ、クー、パー。１０圏おこないまーヒう。

◎腐の運動

ｒ

　

ｇ

　

ｉ 思いきりｉＥ辱屑を奄げて
ストンと落としましょう。
４～５圏おこなＩＬ、ましょう。

（参考「図嗣

　

寝たきり予防のかんたんトレーニング」大月書店）

②
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災害時における在宅認知症者の避難所での具体的な支援方法のあり方に関する研究事業
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「避難してください！」
そのとき、認知症の人と介護する家族が藤賭しない

”認知症になっても

安心して暮らせるまち．にするために避難所でのケアを考えましょう

東日本大震災のときには、
　
１

４０万人以上の人が避難生活をしました。
その中には、地域で暮らす認知症の人と家族も一緒でした。

監修／社会福祉法人東北福祉会 認知症介護研究・研修仙台センター



　

まず、環境づくりをしましょう

　　　　

避難所には認知症の人を含め支援が必要な方がいます。

　　　　

避難所生活の環境づくりをまずＬましょう。

認知症は人や急激な
環境の変化に
ついていけない病気です。
であれば、介護している家族とともに避難所の隅の方へ、
パーテーションなどで仕切り安心できる空間を
ことで不安を軽減して〈ださい。
症の人のさまざまな行動は、あなたへの訴えです。

こんな環境を避難所でつくりましょう。
「避難所生活を継続するために必要だったことは何ですか？」
当センターが実施した東Ｂ本大震災避難所支援者アンケート調査結果より）

人専用スペースを

　

個室を確保することが理想、
確保する

　　　　　

できる場所を確保しましょう。
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個室を確保することが理想ですが、難しい場合仕切りをし、ゆっくり対応

専用のおむつ交換や一驚饗覇麗濠鷲龍機構！欄鰯簾談

　

排せつスペースが必要

　

　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

落ち薄く静かな環境

　　　

認知症になると音に敏感になります。避難後すぐに不穏になり、トラブルに

　　　　　　　　　　　　　　　　

なることが多くありました。出来るだけ静かな場所を確保しましょう。
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顔見知りの人が近＜にいる

　

顔見知りの人がたくさんいると安心していました。ご本人の顔を見て出来
環 境

　　　　　　

るだけ話しかけてみてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１」′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“・ーーー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－＼

東日本大震災被災者の声 ド

　　

避難所で準備しておきたぃもの

　

１

－
ｒ□ポ■タブルトイレ●大きな標識がなくトイレの場所が

分からなかった
ポ

　　

ビ

Ｅ
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＝周りの方の理解とかかわり方１

　　　

認知症の人のさまざまな行動はあなたへの訴えです。

認知症について詳しい人はいませんか？
認知症は病気です。近くに、介護経験のある方、認知症サポーターの方が居るか確認し、避難所全体で協力し対応

することでしのぐことができました。（当センターが実施した東日本大震災避難所支援者アンケート調査結果より）

周囲の方々の理解があればそこに居られます。
図驚かせない
同じ目線で、前からゆっくりとが基本です。

図急がせない
思うように言葉が出なくなりますｏゆっくり聞いてくださいｏ

　

すご；メトドー

図自尊心を傷つけない
一人の人生の先輩として接することで本人も落ち着きます。

′

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方

し

図介護者へも声かけを
介護者は自分のこともままならず、認知症の人と周囲の人に集中しています。
協力して共同生活を考えていきましょう。

（全国キャラバンメイト連絡協議会資料を参考に作成）

認知症の人が過ごせる条件
東日本大震災の時の教訓として避難所生活の条件として

次のことがあげられました。
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周囲の方の
理解があった

　

なじみの人や

　　

家族が

　

近くにいた
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介護者を

支票額人

ド 矧オ羅力ｆ－，勤 赫 ｉー － ．・
喬
６

　　

Ｊ常に見守れる協力体制があった

　　

日課や役割等を作った

その他に、認知症の知識がある、飲込みやすい食事、レクリエーションなどがあげられました。

支援ガイドの内容は、認知症介護研究・研修仙台センターが実施した東日本大震災被災３県の避難所を支援した５１４事業所・機関の６２１事例をもとに作成したものです。



　

限

移

避難所生活での“がんばる“には
限界があります。
二次避難所である福祉避難所への
移動準備をしましょう。
東日本大震災のときには、避難所生活の限界を感じたのは平均で３．１１日でした。
その期間を過ぎると、排せつや健康管王雷で問題が生じ一緒に暮らすことはお互いにつらい
思いをしていました。（当センターが実施した東日本大震災避難所支援者アンケ－－ト調査結果より）

認知症の人が生活できる限界の

　　

捌上１１％
日 数 は 平 均３．１１日 で した。
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限界となる出来事が起こる日数
排せつの問題は、避難初日から問題にな
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リ、避難所にいることが難しくなります。
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不穏！

　

≧鼠

　

７ 雷 ÷ｒ園÷調罰菖面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２２％

　　　　　　　

２７％

０％

　　　　　　　

２０％

　　　　　　　

４０％

　　　　　　　

６０％

　　　　　　　

８０％

　　　　　　

１００％

移動準備に向けて

早期の福祉避難所への移
動に向けてその人の情報
（名前、年齢、病歴など）を
紙に書いておきましょう

福祉避難所は、二次避
難所です。家族も一緒
に避難することができ
ます。

認知症であることを周囲
の人に理解してもらい、早
期の移動を申し出るよう
にしましよう。

先は見えないのではありません。１週間以内に必ず助けが入ります。
Ｌ÷－－－－
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